
 

 

 

 

１．開催年月日 

平成３１年１月２４日（木） 午前１０時００分～午前１０時３０分 

 

２．開催場所 

  大東市教育委員会会議室 

 

３．出席者（５名） 

・教育長          亀岡 治義 

・教育委員         田中 佐知子 

・教育委員         水野 達朗 

・教育委員         太田 忠雄 

・教育委員         齊藤 めぐみ 

 

４．出席説明員（１５名） 

・学校教育部長兼総括次長兼教育政策室長兼学校管理課長    森田 修司 

・学校教育部指導監                    岡本 功 

・生涯学習部長                      南田 隆司 

・生涯学習部総括次長兼生涯学習課長            田川 愛実 

・学校教育部次長兼野崎青少年教育センター所長       伊藤 晴人 

・学校教育部教育政策室課長                藤原 成典 

・学校教育部教育政策室課長                新井 雅也 

・学校教育部教育政策室課長                田口 誠 

・学校教育部教育政策室課長                宮田 典子 

・学校教育部教育政策室課長兼教育研究所所長        渡邊 良 

・生涯学習部スポーツ振興課長               中村 正則 

・学校教育部教育政策室課長兼北条青少年教育センター所長  梅本 正直 

・生涯学習部生涯学習課参事                黒田 淳 

・生涯学習部生涯学習課参事                吉田 浩樹 

・学校教育部教育策室上席主査               小田 恭裕 

 

５．傍聴者  ２名 

 

平成３０年度 大東市教育委員会 

１月 定 例 会 会 議 録 



６．議事日程 

 

日 程 第 １  会議録署名委員の指名について 

 

日 程 第 ２  一般業務報告 

 

 

 

 

  



 

 

 

７．一般業務報告 

 

１．平成３０年大東市議会１２月定例月議会 一般質問要旨について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

９．会議録 

亀岡教育長 

 

森田部長 

亀岡教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、１月の教育委員会定例会を開催いたします。 

本日の出席状況について報告をよろしくお願いします。 

本日の出席者は教育長並びに教育委員４名、合計５名でございます。 

それでは、議事に入らせていただきます。 

日程第１ 「会議録署名委員の指名について」でございますが、本日の

署名委員は、齊藤委員によろしくお願いいたします。 

 

・・・・・日程第２ 一般業務報告につき要点のみを記載・・・・・ 

 

①平成３０年大東市議会１２月定例月議会一般質問要旨について 

⇒１２月定例月議会における一般質問要旨についての概要報告。教育関 

連の質問は、１０議員から１８項目。 

意見・質問 

・不登校の児童生徒への登校支援について、教員の他、教員ＯＢや教職を

めざす学生等からなる不登校指導員が対応している場合もあるとのこと

だが、具体的には現状どのような状況か。 

⇒不登校の児童生徒への対応については、基本的には教員が担っているが、

教員が全ての不登校の児童生徒への登校支援を行うことは困難なことか

ら、教員ＯＢや教職をめざす学生等からなる不登校指導員が登校支援を

行う場合がある。例えば、朝の登校支援等の業務に従事している。 

 

・児童生徒の家庭でのスマホ使用について、学校がルール化することはい

かがか。 

⇒ルールは学校から一方的に押し付けるというものではなく、学校、児童

生徒、家庭が話し合いのうえ作成していくのがよい。今後は保護者の意

見も参考にしていきたい。 

 

・現在、不登校指導員は何名配置されているか。 

⇒配置校は中学校で８校、小学校で３校であり、複数名を配置している学

校もある。不登校の児童生徒数は中学生の方が多いが、小学生からのフ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀岡教育長 

 

ォローも重要だと考えるため、徐々に小学校の配置校数も増やしていき

たい。 

 

・教育機会確保法が施行され、不登校児童生徒に無理に登校させるのでは 

なく、学校を休ませる必要性が詠われているが、不登校指導員は登校を 

促す役割を担う。法律と学校現場との解釈の違いがあると考えるがいか 

がか。 

⇒文部科学省は不登校の考え方について、「不登校＝生徒指導上の課題では

なく、いかに学習の機会を作るか、また生活の充実を図るか等、個に応

じた対応が重要」としていることから、不登校児童生徒の数を減らすこ

とが目的ではないと考える。本市不登校指導員については、登校を促す

他、状況によっては家へ出向き会話し、コミュニケーションを図る等の

個の状況に応じて対応するという方向へシフトしている。 

 

・現在、市内学校へのスマホ持ち込みは禁止されているが、防災の観点か 

らスマホ持ち込みを可能にすべきという意見がある。これについて、ど 

のように考えているか。 

⇒持ち込みにはデメリットもあることから、他市同様、大阪府が作成を予 

定しているガイドラインを参考に今後対応していきたい。 

 

・市民マラソンについて、市民からの要望が強ければ公道での実施を検討 

するとのことだが、アンケート等の実施を予定しているか。 

⇒現在のところアンケート等の実施は検討していない。施設の窓口等で公 

道での実施を求める要望が数多く挙がれば検討していきたい。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

以上をもちまして、１月の教育委員会定例会を終了いたします。 

 

 以上 

 

 



平成３１年２月１５日 

 

亀岡教育長 

 

齊藤委員 

 


